
【導入のポイント】 
①教育内容を映像コンテンツ化し、クラウドサービスとして管理・活用できる環境の構築
②将来構想（全世界の医療従事者へ提供）を実現できる発展性

医療研修者向けクラウドサービス基盤の導入事例
国家公務員共済組合連合会 シミュレーション・ラボセンター 様
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国家公務員共済組合連合会(以下、KKR)様は、医療の提供に加え、「質の高い安全な医療を実施できる医療人を育成する」という目標
のもと、2006年に国家公務員共済組合連合会シミュレーション・ラボセンターを設置し、医療シミュレーション教育にも力を注いでい
ます。国家公務員共済組合連合会シミュレーション・ラボセンターでは、2012年から医療業界の課題の一つである｢地域による医療
従事者の臨床技術格差解消｣のため、ポータルサイトを活用した遠隔教育の「効果検証」を開始されました。2017年4月に全国33グ
ループ病院への遠隔教育「本格展開」にフェーズを移すにあたり、医療研修者向けクラウドサービス基盤を導入いただきました。

■ 活 動 目 的 ： 新人医師・看護師・その他コメディカルを対象として医療の質の向上・安全管理のための研修
　　　　　       及び各種シミュレーターによる研修の実施　ほか 
■ 設　　　立 ： 2006年
■ 住　　　所 ： 神奈川県川崎市高津区梶ヶ谷1丁目3番1号
■ U　 R 　L ： http://www.toranomon.gr.jp/ks_lab/index.html

国家公務員共済組合連合会 シミュレーション・ラボセンター様  （2017年4月1日現在）

インタビューは裏面

「遠隔教育」で医療教育の地域格差を解消

ポータルサイトを活用した
医療シミュレーション遠隔教育を全国33のグループ病院へ本格展開

導入の目的

ニーズ変化・ユーザー増加
に対応できる

サービス環境を提供

SaaS※1 型クラウド基盤 グループ病院

場所を選ばず
教育コンテンツを

活用できる環境の構築

※1：SaaS：利用者は必要なソフトウェアやその機能を必要なときだけ利用でき、利用実績に応じて料金を支払うサービス型ソフトウェア

研修センター

医療トレーニングを充実させ、
教育コンテンツ化できる環境の構築

カメラ、生体情報モニタ、電子黒板、
プロジェクターなどの機器を統合管理し、

教育内容を映像コンテンツ化
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【インタビュー】 国家公務員共済組合連合会 シミュレーション・ラボセンター様に
　　　　　　　お話を伺いました

導入のきっかけ
高品質な医療教育の普及と人的リソースの限界
Q.導入のきっかけは何ですか？
高品質な医療教育を行うためには、当然ながら多大な人的
リソースを費やす必要があります。しかし、教育スタッフの数
にも限りがあります。

受講者数を増加させ、「質の高い安全な医療を実施できる
医療人を育成する」というテーマへ向けたアプローチをより
強化するための方法として「遠隔教育」の可能性について研
究し、全国33のグループ病院で実現する方法を検討してい
ました。

管理し、「Office 365」と「Microsoft Azure」上に構築した各
種機能と連携することで、研修センターでの研修内容を教育
映像コンテンツ化し、適切に管理、ライブ配信や実習映像ア
ーカイブとして全国のグループ病院で有効に活用できる環
境を構築し、サービスとして提供されることです。

加えて、今後、想定される飛躍的なユーザー増加やニーズ
の変化に対応可能な拡張性も備えており、新たに開発、検証
したサービスを容易に組み込むことができる基盤となって
います。

導入後のご感想
高い教育効果を生み出す利便性
Q.導入後の感想を教えてください。
本サービス基盤を活用した「遠隔教育」は、受講する場所も
デバイスも問いません。いかに教育コンテンツが充実してい
たとしても、ユーザーに利用されなければ教育効果は激減
します。利便性に優れたサービス基盤を構築できたことは高
い教育効果を生み出すと考えています。

取材にご協力いただき、ありがとうございました。

Q.導入の決め手は何ですか？
「遠隔教育」は、維持管理業務の負担軽減のため当初から外
部サービスの導入を検討していました。各社の提案を比較検
討した結果、日立産業制御ソリューションズの医療研修者向
けクラウドサービス基盤を採用しました。

採用の決め手は、私たちの要望をまとめてサービスでかなえ
てくれる点です。具体的には、研修センター内に設置した複数
台のカメラや生体情報モニタ、電子黒板などの機器を統合

導入の決め手
①要望を取りまとめてサービスでかなえる
②飛躍的なユーザー増加・ニーズ変化に対応できる
　拡張性

Q.今後の展開としてどのようなことを考えていますか？
今後、よりいっそう遠隔教育を活用し、教育研修の知見を全国
のKKR病院に反映できるようになるでしょう。ユーザーからの
フィードバックを機能開発などに反映することで、全国のKKR
病院での医療教育水準を引き上げていきたいと考えていま
す。もちろん、対面型の教育にもこれまでどおり力を注いでい
きます。

今後の展開
ユーザーからの要望を機能に反映し、
全国のKKR病院の医療教育水準を高めていく

【製品紹介】医療研修基盤提供ソリューション

人々の生活を安全・安心で豊かにするため
優れた技術で新しい価値を提供し、社会の発展に貢献する

http://www.hitachi-ics.co.jp/

営 業 統 括 本 部

株式会社 日立産業制御ソリューションズ
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医療研修基盤   日立産業制御 検索

インフォメーションレター　日立産業制御 検索

ホームページで最新情報とバックナンバーを公開中

本紙の情報は、2017年11月時点の情報です。
● Microsoft AzureおよびOffice 365は、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における商標または登録商標です。
● この資料は国内向けに提供する商品/サービスの情報です。● 製品仕様は、改良のため予告なく変更することがあります。
● 本製品を輸出等される場合には、外国為替及び外国貿易法の規則ならびに米国の輸出管理規則など外国の輸出関連法規をご確認のうえ、必要な手続きをお取りください。

国家公務員共済組合連合会の皆さまと当社開発メンバー（左から）
国家公務員共済組合連合会　
　情報システム部 情報セキュリティ対策室 兼 病院部 兼 旧令病院部 室長代理 坪谷聖光様
　シミュレーション・ラボセンター ラボマネージャー 虎の門病院 臨床工学技士 大森正樹様
　シミュレーション・ラボセンター センター長 虎の門病院 副院長 井田雅祥様
株式会社日立産業制御ソリューションズ
　企画統括本部 事業開拓本部 パートナー事業推進センタ 技師 安武大輔氏
　産業情報本部 産業情報第一設計部 第一グループ 技師 伊東光氏
　産業情報本部 産業情報第一設計部 第一グループ 主任技師 釘田亮治氏

本案件導入後、日立産業制御ソリューションズは、
遠隔地からの医療研修受講を可能とした医療研修基盤
提供ソリューションを新たに開発し、製品化しました。
医療はもとより、他業種の遠隔教育基盤ソリューション
としても提案可能です。

※2　学習コンテンツの作成および提供は含みません
※3　初期導入費：PC・カメラなどの機器導入を含みます

本体ソリューション利用料※2

初期導入費※3

費用項目
月額22万～／研修センター

個別見積り

参考価格




